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Development and Evaluation of Inspiring Introductory
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An Analysis from the 6th Grade of Elementary School






















































































































































































































B　古生代  　　　 10点
●  三葉虫・アカドパラドキシデス（カンブリア紀：５億4100万年～４億8540万年前）、モロッコ




























































=14.1609, p<.001)。平均値の差をHSD検定による多重比較を行うと、LSD は p<.05 で、ベトナム






感動調査における被験者数を n1、平均値を M1 、標準偏差を SD1 とし、事後調査の被験者数を










































材 ま で の 平 均 値















































3-3  グループ活動（三葉虫の体のしくみ）　  
（１）グループ活動による導入授業の概要
グループ活動では、3～４人で１つのグループを作り、本物の三葉虫化石の観察を行った。実
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（１）グループ活動による導入授業の概要
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●  カルカドロン・メガロドン（第三紀：1800万年～ 170万年前）、ペルー・パラカス




















































































































































































































































































































































B　古生代  　　　 10点
●  三葉虫・アカドパラドキシデス（カンブリア紀：５億4100万年～４億8540万年前）、モロッコ




























































=14.1609, p<.001)。平均値の差をHSD検定による多重比較を行うと、LSD は p<.05 で、ベトナム






感動調査における被験者数を n1、平均値を M1 、標準偏差を SD1 とし、事後調査の被験者数を
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3-3  グループ活動（三葉虫の体のしくみ）　  
（１）グループ活動による導入授業の概要
グループ活動では、3～４人で１つのグループを作り、本物の三葉虫化石の観察を行った。実
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